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品川区では、子ども・若者育成支援推進法の制定、子供・若者育成支援推進大綱の策定を受け、平

成30年度を始期として「品川区子ども・若者計画」を策定し、子ども若者応援フリースペースの開設

など、子ども・若者支援体制の充実を図ってまいりました。

この間、子ども・若者を取り巻く社会情勢は急速に変化しており、不登校やひきこもり、若年無業者（ニ

ート）、ヤングケアラー問題等、生きづらさを抱える子ども・若者の課題は複雑・多様化しています。

このような状況の中、これまで以上に子ども・若者の育成・支援施策を推進していくため、令和５

年度から令和９年度までの５年間を計画期間とする「第２期品川区子ども・若者計画」を策定しました。

本計画では、基本理念である「すべての子ども・若者が自らの居場所を得て成長し、人と支えあい

ながら、ともに生きていくまち“しながわ”」の実現を目指し、各分野の垣根を超えた横断的連携を図り、

事業計画を着実に推進してまいりますので、区民の皆様のご支援とご協力を賜りますようお願い申し

上げます。

結びに、この計画の策定にあたり、ご尽力いただきました品川区青少年問題協議会委員、専門部会委員、

検討部会委員の皆様、そして貴重なご意見をお寄せいただきました多くの区民の皆様に感謝申し上げます。

令和５年３月

� 品川区長　
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